
九州建設情報社

インフラメンテナンス九州フォーラム２０２６ 

～人の繋がりで動き出すインフラマネジメント～ 

 

インフラの老朽化が進む中、自然災害への対応や人

材・予算・技術の不足から、効率的なインフラメンテナ

ンスへの転換に課題を抱える自治体が多く存在しま

す。本フォーラムでは、独自の取り組みを進める自治体

の事例共有や議論を通じて、“みんなで繋ぐ”“未来に継

なぐ”インフラマネジメントについて討論する。 

本フォーラムの開催日時は、１０月６日（火）１３:０

０～１７:３０（受付開始１２:３０～）。会場は福岡国際

会議場４Ｆ（福岡県福岡市博多区石城町２－１）。参加

費は無料、定員が会場参加：先着２００人、ＷＥＢ参加：

先着５００人、申込期間９月７日（月）～１０月１日

（木）、備考：ＣＰＤプログラム認定予定、主催：イン

フラメンテナンス市区町村長会議、九州・沖縄ブロック

／インフラメンテナンス国民会議、九州フォーラム（合

同開催）となっている。 

プログラム構成は【第一部】基調講演（１３:１５～１４:１５）の①「国土交通省のインフラ

メンテナンスに関する取組みについて」講師：笠井雅広氏（国交省総合政策局公共事業企画調

整課課長）。内容は地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）の状況や最新情報を紹介。

②「今後のインフラマネジメントのあり方について」講師：植野芳彦氏（インフラメンテナン

ス国民会議副会長）。内容は橋梁のトリアージなど富山市での実例に基づくインフラマネジメ

ントの紹介。 

【第二部】市区町村長会議（１４:２５～１５:４５）では、市町村における取組み事例調査の

報告：九州・沖縄ブロックのアンケート調査結果発表。課題解決に向けた具体的事例の紹介①

築上町（福岡県）：５年間の包括業務委託によるコスト削減や働き方改革、②南阿蘇村（熊本

県）：直営維持管理、新技術活用、行政区への補助、③延岡市（宮崎県）：地域と連携した橋梁

の集約・撤去、④長崎市（長崎県）：新技術（除草剤等）を活用した道路等の除草課題へのアプ

ローチ、⑤各県企画委員による意見発表・とりまとめ：事例を踏まえた議論や連携の強化。 

【第三部】パネルディスカッション（１５:５５～１７:２５）は、『人の繋がりで動き出すイ

ンフラマネジメント～現場が語るわがまちの知恵と工夫～』をテーマにファシリテーター：福

島邦治氏（(株)日本ピーエス）、パネラー：植野芳彦氏（インフラメンテナンス国民会議副会長）、

吉村崇氏（山口県土木建築部道路整備課）、米良成功氏（日向市土木技術研究会「ひむかどぼく

らぼ」代表）、土井谷顕氏（高森町建設課課長）、第二部で事例紹介を行った自治体関係者（築

ご参加には事前申し込みが必要です 



上町、南阿蘇村、延岡市、長崎市）。 

■お問合わせ・主催事務局事務局は一般社団法人建設コンサルタンツ協会九州支部 TEL：

092-434-4340（平日 9:00～17:00）、E-mail：imkyushu@jcca.or.jp、公式 WEB：https://jcca-

kyushu.jp/imkyushu/。 

 

 

インフラメンテナンス九州フォーラム２０２６案内 

https://fukuokaken.kensetsunavi.com/imart/navi/top-kiji/kiji261001-8-1.pdf

